
政策の現在地を知る  Tarumizu Hot News九つの彩り豊かに 健やかな人を育むまち 垂水

垂
水
高
等
学
校
で

市
内
事
業
所
の
合
同
企
業
説
明
会

市
内
６
つ
の
事
業
所
が
参

加
し
た
合
同
企
業
説
明

会
が
２
月
27
日
、
垂
水
高
等
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
市
に
あ
る
唯
一
の

高
校
で
あ
る
垂
水
高
等
学
校
の

生
徒
た
ち
に
、
地
元
企
業
を
知
っ

て
も
ら
う
目
的
で
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
１
・
２
年
生
45
人
が

参
加
し
、
各
事
業
所
の
担
当
か

ら
業
務
内
容
や
企
業
理
念
、
垂

水
市
内
に
あ
る
事
業
所
の
魅
力

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
生

徒
た
ち
に
は
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
地
元
で
働
く
こ

と
も
良
い
選
択
肢
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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政策推進係
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令
和
６
年
度
垂
水
市
自
主
文
化
事
業

原
晋
監
督
講
演
会

令
和
６
年
度
垂
水
市
自
主
文

化
事
業
で
あ
る
原
晋す

す
む

監
督

講
演
会
が
３
月
３
日
、
垂
水
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
健
康
な
生
活
を
推

進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
原
晋
氏
（
青
山
学

院
大
学
／
地
球
社
会
共
生
学
部

教
授
・
陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ

ロ
ッ
ク
監
督
）
を
講
師
に
迎
え

『
な
ぜ
青
学
大
は
駅
伝
強
豪
校
へ

と
成
長
し
た
の
か
～
覚
悟
と
挑

戦
～
』
と
題
し
て
自
身
の
経
験

や
学
生
た
ち
と
の
関
わ
り
方
等

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、

約
９
０
０
人
の
来
場
者
は
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
で
き
る
よ
う
様
々
な
文
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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▲ 笑いも交えながら楽しい講演となりました▲ 花束贈呈の一コマ

垂
水
高
等
学
校
で

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
講
話

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の

講
話
が
２
月
20
日
、
垂
水

高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
卒
業
を
控
え
た
３
年

生
を
対
象
に
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
仕
組
み
や
垂
水
市
の
魅
力

を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
21
人
の
生
徒
が
参

加
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

仕
組
み
や
過
去
の
実
績
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
事
業
、

垂
水
市
の
魅
力
が
多
く
つ
ま
っ

た
返
礼
品
等
の
説
明
を
真
剣
な

眼
差
し
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト

も
多
く
、
今
後
社
会
人
に
な
っ

た
時
に
活
用
し
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
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▲ ふるさと納税の講話の様子

☝ワンポイント補足
ふるさと納税とは、生まれ
たふるさとや応援したい自
治体に寄附ができる制度で
す。寄附すると住民税の控
除や地域の返礼品を受け取
ることができます。

ふるさと納税の詳細は
こちらから ▶

垂
水
市
庁
舎
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

が
意
見
書
を
提
出

第
15
回
垂
水
市
庁
舎
等
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
が
、
３

月
４
日
に
垂
水
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、「
市
役
所
庁
舎
の
改
修
に

対
す
る
意
見
書
」
が
、
同
委
員

会
の
鰺
坂
徹
委
員
長
よ
り
尾
脇

市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
本
庁
舎
の
内

見
や
先
進
地
視
察
、
委
員
会
で

の
議
論
を
重
ね
る
な
ど
、
意
見

書
作
成
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
の
皆

さ
ま
の
献
身
的
な
活
動
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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▲ 意見書の提出の様子 ▲ 説明を受ける生徒たち

☝ワンポイント補足
１ 現庁舎の改修等に関する
 　方向性について

（１）庁舎を利用する市民の
（１）皆様、働く職員の皆様
（１）の安全確保、環境整備
（１）の視点から、以下の項
（１）目については優先的に
（１）改修を行っていただき
（１）たいこと。

・安全性に関するもの
・衛生面の向上に関するもの
・バリアフリー対応に関する
・もの

（２）社会情勢の変化に対応
（１）し、防災機能をはじめ、
（１）行政のＤＸ化など、す
（１）べての市民が利用しや
（１）すく、これからの本市
（１）にふさわしい形になる
（１）よう努めること。

☝ワンポイント補足
今回の合同説明会は、本市
の就地拡大事業の一環で開
催されたものです。就地拡
大事業とは、大学等の教育
機関、市内中学校、高等学
校および地元事業者と連携
し、市内外の若者の本市へ
の就労と定着を図ることを
目的とする事業です。
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